
主体的・創造的な子供を育てる

情報教育全体計画
本校の教育目標

・自ら学ぶ子
・思いやりのある子
・健康でたくましい子
・豊かな体験をもつ子

目指す児童像

・明るく素直で純真な子ど
もが多く、他人にも優し
く接することができる。

・知識欲旺盛で、伸びる可
能性を持った子どもが多
い。

・問題意識を強く持てない
子どもや表現力が弱い子
どもの姿も見られる。

児童の事態

・誰もが大切にされ、安心
して通える学校

・礼儀正しい子
・思いやりのある子
・最後まで責任を果たす子
・学習の基礎・基本を身に

つけた子の育成

保護者、地域の願い

・公教育を行う
・社会の要請に応える
・本校教育の伝統を尊

重する

学校経営の基盤

※ 別紙「情報活用能力系統表」に記載

＜育成をめざす資質・能力＞

情報及び情報技術並びにプログラミングに関する知
識及び技能の習得、思考力、判断力、表現力等の育
成、学びに向かう力、人間性等の涵養を目指すとと
もに、各教科等で学ぶ知識及び技能等をより確実に
身に付けることができるようにする。

情報教育指導目標

一人一人の児童のよさ
や可能性を生かしなが
ら、学校生活に充実感
を持たせることによっ
て、心身の調和的発達
を図り、生涯にわたっ
て自己実現ができるよ
うな資質や能力を育成
する。

学校経営の重点

＜関連する各教科等の力：「考えるための技法」を適宜活用・発揮しながら＞
国語科 社会科 算数科 理科 生活科 音楽科

○筋道を立てて考える
力

○情報活用に関する知
識や技能

○情報を多面的・多角
的に精査し構造化す
る力

○文や文章を整える力
○情報を編集・操作す

る力
○話や文章を構成する

力など

○社会的事象に関する
情 報 を 適 切 に 集 め
る・読み取る・まと
める技能

○思考・判断したこと
を適切に表現する力

○社会に見られる課題
を把握して、社会へ
の関わり方を選択・
判断する力 など

○日常の事象を数理的
に表現・処理する技
能

○日常の事象を数理的
に捉え、見通しをも
ち筋道立てて考察す
る力

○数学的に考えること
や数理的な処理のよ
さに気付き、算数の
学習を進んで生活や
学習に生かそうとす
る態度 など

○自然事象に対する基
本的な概念や性質・
規則性の理解

○事象を比較、関係付
け、条件制御、多面
的に考え捉える力

○根拠に基づき判断し
表現する力

○問題解決の過程に関
してその妥当性を検
討する態度 など

○比較・分類・関連付
けたり、視点を変え
たりして対象を捉え
る力

○試したり、見立てた
り、予測したり、見
通しを持ったりして
創り出す力

○伝えたり、振り返っ
たりして表現する力

など

○自分で音楽表現をし
たり友達と一緒に音
楽表現をしたり、自
分の思いや意図を音
楽で表現したりする
力

○音楽に関する知識や
技能を活用して音楽
表現を工夫し、どの
ように表すかについ
て思いや意図を見出
す力 など

図画工作科 家庭科 体育科 特別活動 外国語・外国語活動 総合的な学習の時間
○表したいことに合わ

せて材料や用具を使
い、表し方を工夫し
て創造的につくった
り表したりする技能

○造形的なよさや美し
さ、表したいことや
表し方などについて
創造的に発想や構想
する力

○つくりだす喜びを味
わい、楽しく豊かな
生活を創造しようと
する態度 など

○実習や観察・実験、
調査、交流活動の結
果等について、考察
したことを根拠や理
由を明確にして分か
りやすく表現する力

○日常の生活課題につ
いて様々な解決方法
を構想し、実践を評
価・改善し表現する
力 など

○特性に応じた各種の
運動の行い方及び身
近な生活における健
康・安全についての
理解

○基本的な動きや動作
に関する技能

○自己の課題を見付け、
その解決に向けて思
考し判断したことを
他者に伝える力 な
ど

○所属する多様な集団
や自己の生活上の課
題を見いだし、解決
のために話し合い、
合意形成を図ったり、
意思決定したり、人
間関係をよりよく構
築したりする力

○集団で活動する上で
の困難を乗り越える
ためには何が必要か
という理解

○コミュニケーション
を行う目的・場面・
状況等に応じて、情
報や考えなどを表現
する力

○身近で簡単な事柄に
ついて、音声で慣れ
親しんだ語彙や基本
的な表現を読んだり、
語順を意識しながら
書いたりして表現す
る基礎的な力

○言語の働き、役割に
関する理解 など

○課題解決を目指して、
事象を比較したり、
関連付けたりして考
える力

○相手や目的、意図に
応じて分かりやすく
まとめ、表現する力
など

※情報機器の扱いや操作スキルを育成する時間を適切に確保するようにする。

・道徳的価値が大切なことなどを理解し、様々な状況下において人間としてどのように対処することが望まれるか判断する力（道徳的判断力）
・人間としてのよりよい生き方や善を指向する感情（道徳的心情）
・道徳的価値を実現しようとする意志の働き、行為への身構え（道徳的実践意欲と態度）
・情報モラルについての学習

＜道徳教育及び道徳科との関連＞

＜各団体等との関連・活用する情報機器等＞

プログラミング教育支援員 地元企業・大学等 市民ボランティア 学校放送番組

タブレット端末 Artec Robo(アーテック・ロボ) デジタルカメラ デジタルビデオカメラ ICレコーダー



世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，情報及び情報技術を適切かつ効果的に活用して，問題を発見・解決した
り自分の考えを形成したりしていくために必要な資質・能力（小学校学習指導要領解説 総則編）

低学年 中学年 高学年

Ａ

知
識
及
び
技
能

（ｱ）図書から情報を集める
（ｲ）体験から情報を集める
（ｳ）人に質問して情報を集める
（ｴ）実物を見たり触ったりするなどして情報

を集める
（ｵ）手紙を書いて情報を集める
（ｶ）数を数えたり，計測したりして情報を集

める
（ｷ）デジタルカメラやタブレットなどで写真

を撮影する
（ｸ）問題の解決には必要な手順があることが

分かる

（ｱ）様々な図書や辞書を使って情報を集める
（ｲ）準備をしてインタビューで情報を集める
（ｳ）見学・実験・観察などで情報を集める
（ｴ）インターネットで情報を集める
（ｵ）アンケートを作成，回収して情報を集め

る
（ｶ）目的に応じて、タブレット等で写真を撮

影する
（ｷ）資料から，必要な情報を見付ける
（ｸ）問題解決の手順はさまざまに工夫するこ

とができることが分かる
（ｹ）身近な生活でコンピュータが活用されて

いることに気付く

（ｱ）目的に応じてICT機器を選択して情報を
集める

（ｲ）電子メールで情報を集める
（ｳ）辞典等から情報を集める
（ｴ）新聞記事等から情報を集める
（ｵ）使用するICTの特性を生かしながら情報

を集める
（ｶ）複数の資料から，目的に応じて特定の情

報を見付ける
（ｷ）問題解決の手順を論理的に組み立てるこ

とのよさが分かる
（ｸ）体験を通して，プログラムの働きやよさ，

情報技術が社会を支えていることに気付
く

（発達の段階に応じて）
○情報モラルや情報セキュリティに対する理解
○身近な生活に情報機器が活用されていることへの気付き
○情報機器の名称や操作スキル（キーボードによる文字入力、インターネット検索の仕方、保存の仕方 など）
○問題の解決には必要な手順があることへの気付き

Ｂ

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等

（ｱ）絵や写真を並び替えるなどの操作をして
情報を整理する

（ｲ）大切な言葉，文章を付箋やカードなどに
書き出して整理する

（ｳ）取り出した情報をもとに，図やグラフな
どに整理する

（ｴ）はじめ，中，おわりの構成を考えて伝え
たいことをまとめる

（ｵ）絵や文章，写真などを組み合わせ，対応
させながらまとめる

（ｶ）順序を表す言葉を用いてまとめる
（ｷ）実物を見せながら表現する
（ｸ）実物投影機などのICT機器を活用して表

現する
（ｹ）伝えたいことを明確にして，それを意識

して表現する
（ｺ）事柄や意図する一連の活動の順序に沿っ

て構成や組み合わせを考える

（ｱ）集めた情報を適切な方法で蓄積する
集めた情報を分類したり，順番を付けたりし

て整理する
（ｲ）事実や他者の考えと自分の考え，分かっ

ていることとたずねられていることなど，
文章に書かれていることを分類して情報
を整理する

（ｳ）表やグラフに表して，情報を整理する
（ｴ）見付けた情報から，必要な情報を選択す

る
（ｵ）引用したり要約したりして情報をまとめ

る
（ｶ）大切な言葉や部分を強調してまとめる
（ｷ）大切な言葉や部分を強調して表現する
（ｸ）他者の意見と自分の意見を関連させなが

ら表現する
（ｹ）意図する一連の活動を実現するため，ど

のような動きの組み合わせが必要かを考
える

（ｺ）内容の中心を明確にし，まとまりをつ
くったり，自分の考えと理由の関係を明
確にしたりしてまとめる

（ｱ）目的に応じて，見付けた情報や整理した
情報を比較したり，分類したりする

（ｲ）問題の解決に必要な情報を，視点を定め
て整理したり，多面的に検討したりする

（ｳ）収集した情報を比較したり，分類したり，
関連付けたりして，活用しやすいように
情報を整理する

（ｴ）引用したり，実例を挙げたりして，根拠
や理由を示してまとめる

（ｵ）グラフや表を引用してまとめる
（ｶ）考えと根拠を区別してまとめる
（ｷ）相手の状況に応じて，表現方法を工夫す

る
（ｸ）意図する一連の活動を実現するため，動

きの組み合わせや意図した活動に近付く
改善策を考える

Ｃ

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

（ｱ）身の回りには間違った情報やうその情報
があることを知り，それらを適切に取扱
おうとする態度

（ｲ）電話番号などの個人情報が悪用される危
険性があることを知り，自分や他人の個
人情報を大切にする

（ｳ）自分たちの身の回りの情報機器に親しみ，
すすんで利用しようとする

（ｴ）友だちと協力して活動に取り組む

（ｱ）個人情報の保護や著作権の尊重などの配
慮が必要なことを理解し，それらを大切
にしようとする態度

（ｲ）情報モラルの大切さが分かり，発信する
情報の適正さを考え行動しようとする態
度

（ｳ）他人の情報の大切さが分かり，適切に取
り扱おうとする態度

（ｴ）身の回りにはさまざまな情報機器が利用
されていることに気付くとともに，目的
に応じて利用しようとする

（ｵ）課題の解決に向け，粘り強くやり抜こう
とする

（ｱ）電子メール・掲示板・SNS等の特性を理
解し，適切に利用しようとする態度

（ｲ）適切な情報モラルを身に付け，情報に対
する責任について考え行動しようとする
態度

（ｳ）他人の情報を大切にし，適切に取り扱お
うとする態度

（ｴ）身の回りの情報機器を，問題の解決や意
図，目的に応じて適切に利用しようとす
る

（ｵ）情報技術のよさや価値を社会や自らの将
来に関連付けて考える

考
え
る
た
め
の
技
法

【順序付ける】複数の対象について，ある視点や条件に沿って対象を並び替える
【比較する】 複数の対象について，ある視点から共通点や相違点を明らかにする
【分類する】 複数の対象について，ある視点から共通点のあるもの同士をまとめる
【抽象化する（一般化する，統合する）】対象に関する上位概念や法則を挙げたり，複数の対象を一つにまとめたりする
【関連付ける】複数の対象がどのような関係にあるかを見付ける ある対象に関係するものを見付けて増やしていく
【多面的に見る・多角的に見る】対象のもつ複数の性質に着目したり，対象を異なる複数の角度から捉えたりする
【具体化する（個別化する，分解する）】対象に関する上位概念・規則に当てはまる具体例を挙げたり，対象を構成する下位概念や要素に分

けたりする
【構造化する】 考えを構造的（網構造・層構造など）に整理する
【理由付ける（原因や根拠を見付ける）】対象の理由や原因，根拠を見付けたり予想したりする
【見通す（結果を予想する）】見通しを立てる。物事の結果を予想する
※発達段階に応じて活用したり，各教科等の学習において適切に発揮したりするようにする
（詳細は小学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編P80～）

情報活用能力系統表
＜育成をめざす資質・能力＞


